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北海道支部創立 50 周年特別講演会 

『持続可能なモビリティ社会の実現に向けて』 

 

 トヨタ自動車株式会社取締役副社長 佐々木 眞一 氏 

 

昭和 45 年 北海道大学機械工学科卒業 

昭和 45 年 トヨタ自動車工業株式会社入社 

平成 7 年  同 社 堤工場品質管理部部長 

平成 13 年 同 社 取締役就任 

平成 15 年 同 社 常務役員就任 

平成 16 年 トヨタモーターエンジニアリング・マニュファク 

チャリング・ヨーロッパ株式会社取締役社長 

平成 17 年 トヨタ自動車株式会社 専務取締役就任 

平成 21 年 トヨタ自動車株式会社 取締役副社長就任 
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北海道支部長挨拶 

第 50 期北海道支部支部長 北海道大学 成田 吉弘 

 北海道支部は，創立 50 周年を迎えました．その重大な節目に支部長

を仰せつかり，光栄に感じると共に責任の重さを痛感しました．北海道

支部は， 1959 年 11 月に 16 名の発起人が集まり，日本機械学会に設立

申請をしました．翌年の 1960 年 6 月には，発足を祝う特別講演会，見

学会と懇親会が開かれたことが記録に残っています．半世紀を経た現在

では，道内に千名を超える会員を擁しています．  

今年度は創立 50 周年を祝うために，支部では特別行事を企画しまし

た．道内の機械系学科がある 4 大学と 4 つの高専では，それぞれで記念

行事を催しました．一部はインフルエンザの影響により中止を余儀なく

されたものがありますが，概ね順調に各地で開催されました．  

札幌では，8 月 7 日(金)の「機械の日」に，支部創立 50 周年・機械の

日記念コンサート「パイプオルガンの名曲の数々・・・気柱の振動が奏

でる調べ」(会場:北大クラーク会館講堂)，また翌日には一般市民を対

象に「機械の週間・安全と安心をもたらす科学技術」の講演会(会場:北

大学術交流会館)が開かれました．  

本日，11 月 27 日(金)には，「北海道支部創立 50 周年記念行事及び祝

賀会」，28 日(土)には研究発表の場として「北海道支部創立 50 周年記

念・第 48 回講演会」が企画されます．今回の開催にあたり，祝辞を頂

いた日本機械学会会長の有信睦弘様，福澤事務局長，特別講演をお引受

けいただいたトヨタ自動車株式会社取締役副社長の佐々木眞一様には

厚くお礼申しあげます．  

どんな活動も 50 年にわたり継続することは，容易なことではありま

せん．本支部は，国内の他支部と比較すると製造業が少なく，会員も少

ない状況にも拘らず強い存在感を維持してきました．そこには多くの先

人の苦労があったと思います．本日は，過ぎ去った 50 年間へ思いを馳

せると共に，若い世代による北海道の機械工学と工業の未来への発展を

願う機会としたいと思います．   
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「北海道支部の思い出」  

                                              北海道大学名誉教授 金内 忠彦 

 

今年度日本機械学会北海道支部は創立 50 周年を迎えられ、お喜び申し上げ

ます。 

 創立 3 年後に北海道大学工学部機械工学科に着任いたし、講演会はじめ諸行

事に参加、それ等の思い出が多く懐かしさと、時の過ぎる速さを感じておりま

す。直接には機械工学以外の内容を扱った特別講演にも種々記憶に残るものが

ありました。北方地域先住民の遺跡の話題や、当時大反響を与えた心臓移植の

問題等、広範囲にわたって興味深く聴講しました。支部幹事になった時期に、

急いで学生会を設置する気運が高まってきました。それに関する打ち合わせの

ために北海道内の各大学、工業高等専門学校の代表の先生に来ていただくこと

にしましたが、その旅費を当初に組んでおりませんので、それを捻出するのに

頭を悩ましました。北大の会議室にご参集の全先生から設置に賛意が示され一

安心しました。後日、学生会が誕生しました。支部長の時に、学生会員の優秀

な講演発表に対して賞を授与いたし、特に喜びを感じました。 

 役員会では会員数を増加することがしばしば議題になっていまして、学生会

はその一助になりました。卒業、修了後も学会に所属し、北海道内で勤務され

た方や道外に移られた方、それぞれの立場で活躍されたことと思います。一緒

に支部幹事を務めました北大名誉教授の村山正先生が８月に他界されました。

北大の学生、職員として同期同僚でありまして、支部幹事会はじめ種々の行事

に協力し合いました。当時、参加希望の多かった青函トンネル工事現場の見学

会で、函館駅前集合の前夜、湯の川の宿舎で遅くまで語り合ったこともありま

した。葬儀でお写真を拝し、熱心に頑張っておられたお姿を思い出しました。

丁度 50 年前日本機械学会誌に、恩師の北大名誉教授久野陸夫先生の解説が掲

載されておりまして、再度熟読させていただきました。当時支部創立はじめ発

展のためご尽力を賜り先生に深く感謝申し上げます。 

 北大定年後、博士課程新設を主目的として 5 年間広島工業大学で勤務しまし

た。その間は中国四国支部で講演会はじめ諸行事に参加いたしました。北海道

では比較的広い面積に教育研究機関があります。中国四国では連絡橋はありま

すが瀬戸内海があります。双方共それ等の問題に対処しているように思われま

した。日本機械学会誌が届くと早速会告を開きまして北海道支部の行事があり

ますと懐かしく読みました。 

 この 50 年間における支部の歩みを回顧しつつ、支部の発展と会員の皆様の

ご活躍をお祈り申し上げます。               (1986 年度支部長 )               
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